
＜協同のひろぱ＞　協同集会貿料集から

当事看主体の福祉サービス
ー高齢者と障害者の運動の連携をめざして一

中西正司（ヒューマンケア協会）

　1986年日本で初めての自立生活センターヒ

ューマンケア協会が誕生し、14年経過した今

全国に95ヵ所の自立生活センターがある。自

立生活センターの理念は運営規約で運営委員

の51％が障害者であり、代表と事務局長は障

害者であることと言圓っているように当事者主

体である。どんなに重度の障害を持っていて

も地域で暮せるように介助サービス、ピアカ

ウンセリング、自立生活プログラム、リフト

サービスなどを障害当事者が提供している。

介助サービスは発足時から対象、内容、時問

の全てに制限を設けていない。利用者主体を

貫くためである。

　2000年から介護保険が始まり2005年には障

害者も介護保険に組み込もうとの動きがある。

障害者の介助サービスは1970年代からの施設

での人権侵害等の闘争を経て現在では本人の

希望する介助者を推薦する登録ヘルパーが自

由な杜会参加を保障するシステムとして定着

しつつある。しかし介護保険では社会参加部

分は全く考慮されていない。そこで障害者か

らは逆戻りを懸念するとの声が生まれてきて

いる。一方高齢者はこれまでの人生で介助を

受けたことがないこと、自分自身がこれまで

哀れみの福祉というイメージで福祉を捉えて

きたので自分が対象となることを恐れていた

り、社会参加の介助まで要求するのには遠慮

がある等の理由から介護保険の内容の貧弱さ

に対して異議を唱えることをしてこなかった。

　高齢者はこれまでの日本の繁栄を支えてき

た中核であり尊敬されるべきシニアシチズン

である。そのシニアシチズンに対して外出介

助も保障しない社会が正常とは言えない。も

っと怒りを持つべきである。介助を受けるこ

とは決して恥ずかしいことでもなく、自分が

劣った存在になることでもない。誰もが生ま

れて死ぬまでに通過する人生の道程である。

障害者は生まれつきあるいは中途で障害を負

い介助が一生欠かせない存在である。そこで

生まれたのが「自立生活運動」であり、その

理論は1970年代の米国で生まれた「2時間かか

って衣服を自分で着るより、介助者に手伝っ

てもらいその時間を社会参加に使う方が杜会

にとって有益だ」というものである。当時の

リハビリテーションの理論は障害を負ったも

のは一生リハビリに努め健常者に一歩でも近

づき自ら稼げるようになることにあった。真

っ向から対立するこの理論が構築されたため、

重度障害者は今私の自立生活センターでは高

齢者を含むハンディキャップ者に年間5万時間

の介助サービスを提供し200名の障害者と健常

者の雇用を生み出している。

私が施設で一生暮らすことが杜会にとって有

益か、それとも介助をつけて地域で暮らさせ

る方が有益か。高齢者にとっても同じことが

言える。社会参加を自由に保障しストレスの

ない前向きな人生を支える方が社会にとって

どれだけ有益か、考えるまでもないことであ

66



め、2002－4年に掛けて社会参加介助の国での

モデル事業を行い2005年より杜会参加介助の

高齢者、障害者への完全実施を図るような日

程で共闘を呼びかけたい。

　高齢者と障害者が共闘することによってこ

の国を誰もが住みやすい、誇れる国に変えて

いきたい。

る。

　2005年は障害者運動だけでは乗り切れない、

介護保険の中に杜会参加部分の介助を同時に

認めさせる運動にしていく必要がある。その

第一歩として2002年に「障害者基本法」の改

訂が行われることになっている、そこに杜会

参加の定義を明確に入れさせることからはじ
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